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カール・ポパーと経済学方法論について

吉田和男

I ポパ…の反証主義

Popperは1934年の処女作“Logikder Forschung" (英訳Popper(1959)) 

においてウィーン学回の論理実証主義を批判して，反証主義の立場を表明する。

以降の著作 Popper(1950)， (1957)， (1963)， (1972)などにおいて科学と非

科学を切り分ける境界問題として反証主義の立場を確立しp 科学哲学史上で重

要な位置を占めている口ポパーは「科学においては究極的な言明はありえない。

……原理上， 論破することのできぬ言明はひとつもないJl)として， 科学は

「経験的テストの手段によってネガティプな意味で選別されうるような論理形

式をそなえているべきだ。……そして，経験科学にとっては反駁されうること

が可能でなければならないoJ2)とするD この反証可能性をもって科学と形而上

学の聞に明確な線引きを行なう o ここで，反証とは「理論を反駁する再現可能

な結果を発見した場合だけ，われわれは理論が反証されたとみなすoJ3)として

いるロ科学者には「大胆に理論を提唱し，それが誤っていることを示すために

最善を尽くし，われわれの批判的な努力が成功しないときにそれを暫定的に受

容するoJ4)という努力を要求する。この結果，科学は批判によって各思想が自

由に競争を行うことで発展して行くとする。すなわち， rわれわれが自分の誤
りから学ぶこと，すなわち自分の錯誤を認めて，誤りを独断的に毘執する代わ

りにそれを批判的に利用する。J5)と批判の役割を示し， r科学を批判によって
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